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（ John Locke 1632－1704）そしてニュートン（Isaac 
Newton 1642－1727）は中世のアリストテレスの自
然学を否定し、機械論的自然認識がベーコン



















年から1830年にかけて活躍した。彼らは S. T. コ
ールリッジ（Samuel Taylor Coleridge 1772－1834）、
バイロン（George Gordon Noel Byron 1788－1824）、
キーツ（ John Keats 1795－1821）、P. B. シェリー






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































くの問題への一つの回答（A Garden City, or One 

























































































































































of Heaven and Hell）』（1793）である。これは心霊
主義者スウェーデンボルクの『天国と地獄（De 








































Jasper Ouseley 1835－1906）が1894年 に 出 版
した『ペイリンジェネシア、地球の新創世




















































































































































































































































































































































































































新教育運動における「自由」の宗教的性格、なぜ哲学者 J. S. マ
ッケンジーは「教育の新理想」運動にコミットしたのか」鳴門教
育大学研究紀要（教育科学編）第19巻、2004年、pp.121－135.
注88　Ebenezer Howard, Peter Hall, Dennis Hardy, Colin Ward " TO-















ョン・ティンダル（ John Tyndall 1820－1893）やトマス・ハクス
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